
日本補綴歯科学会 研究企画推進委員会 

補綴歯科治療の難易度を測定するプロトコル（JPS Version 3.2） 

 

術前診査票 

 

カルテ番号            

担当医              

コーディネータ          

記録年月日 西暦  年  月  日 

 

＜患者情報＞ 

カテゴリー 全部歯列欠損，部分歯列欠損，歯質欠損（複数選択可） 

 

主訴                                

 

現病歴                               

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

 

年齢： （   ）歳 

性別： 男性，女性 

内服薬： （                      ） 

身長： （   ）cm 

体重： （   ）kg 

 



＜口腔内診査（術前）＞ 

 

 口腔内診査項目 

ａ． 咬頭嵌合位の接触歯    ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

 b．上下顎前歯の咬合関係 

      垂直被蓋：□正常  □異常→   mm 

      水平被蓋：□正常  □異常→   mm 

 c．第一大臼歯の咬合関係 

      右側：□class 1 □class 2 □class 3 

      左側：□class 1 □class 2 □class 3 

 d．その他の咬合異常 

□クロスバイト  （       ） □前歯部開咬 （       ） 

□臼歯部開咬   （       ） □正中線偏位 （       ） 

□咬頭の破折   （       ） □咬耗（程度：０ １ ２ ３ ４） 

□ブラキシズムの自覚，家族やベッドパートナーの指摘 

□RCP と ICP との差 （ほとんどなし，１mm 以内，１mm〜） 

□オーラルディスキネジア 

□オーラルディストーニア 

 

e. 歯周状態 

P C R                 

Mobility                 

Pocket                 

 8 7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8 

Pocket                 

Mobility                 

P C R                 



1－1(1) 部分歯列欠損の診査 
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1－1(2) 歯質欠損の診査 
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1－1(3) 全部歯列欠損の診査 
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1－2 身体社会的条件の診査 

No. 項目 レベルⅠ レベルⅡ(要配慮) レベルⅢ(要注意) レベルⅣ(危険) 

1 年齢 
生産者 
(15-64) 

乳幼児以外の幼年者 
(7-14) 

前期高齢者(65-74） 

乳幼児（0-6) 
後期高齢者（75- ） 

 

2 糖尿病 なし 
空腹時120 mg/dl， 
HbA1c 7.0 未満 
低血糖発作なし 

空腹時140 mg/dl， 
HbA1c 8.0 未満に 
コントロール 

空腹時140 mg/dl， 
HbA1c 8.0 以上 

3 脳血管障害 なし 
発症後６ヶ月以上 
（後遺症なし） 

発症後６ヶ月以上 
（後遺症あり） 

発症後６ヶ月以内 

4 高血圧 なし 160/100以下 160/100以上 180/110以上 

5 心疾患 なし 動悸あり 
不整脈，弁膜疾患 
心筋梗塞6ヶ月以降 
狭心症3ヶ月以降 

心筋梗塞6ヶ月以内 
狭心症3ヶ月以内 

6 呼吸器疾患 なし 

肺炎，肺結核，慢性閉
塞性肺疾患，喘息， 
中等度までの息切れ 

SpO2 96以下 

高度の息切れ 

 
SpO2 93以下 

呼吸困難 

チアノーゼ 
SpO2 90以下 

7 肝炎 なし 慢性期肝炎 肝硬変 
急性期肝炎（活動期） 

GOT/GPT：100以上 

8 胃腸疾患 なし 胃炎 胃潰瘍・十二指腸潰瘍  

9 腎疾患 なし 

糸球体腎炎， 
ネフローゼ症候群 
ｸﾚｱﾁﾆﾝ2mg/dl以上 

腎不全 
ｸﾚｱﾁﾆﾝ5mg/dl以上 

透析 
ｸﾚｱﾆﾝ12mg/dl以上 

10 血液疾患 なし 軽度 貧血 
白血病・血小板減少

（２万以下） 

11 アレルギー なし 
薬物ｱﾚﾙｷﾞｰ（軽度） 

 
薬物ｱﾚﾙｷﾞｰ（重度） 

金属ｱﾚﾙｷﾞｰ 
ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰｼｮｯｸ既往 

12 
骨粗鬆症 
リスク因子：喫
煙，糖尿病など 

BP服薬なし 
服薬3年未満で 

かつリスク因子なし 
服薬3年未満 

またはリスク因子あり 
服薬3年未満で 

かつリスク因子あり 

13 認知症 なし 
軽度 

（日常会話可能） 
中度 

（日常会話困難） 
重度 

（日常会話不可） 

14 ディスキネジア なし 軽度の不随意運動 
重度の不随意運動 

指示した運動はできる 
指示した運動が 

できない 

15 ｽﾃﾛｲﾄﾞ服用 なし 間歇服用中 連日服用中  

16 喫煙 なし 40本未満 40本以上  

17 
飲酒 

薬物依存 

ﾋﾞｰﾙ中ﾋﾞﾝ3本 
清酒3合以下 
薬物依存なし 

ﾋﾞｰﾙ中ﾋﾞﾝ3本 
清酒3合以上 
薬物依存 

重度ｱﾙｰｺｰﾙ依存症 

重度薬物依存症 
 

18 
その他疾患 
(AIDSD，精神疾患など 

 も含む) 
なし 

歯科治療で要配慮 

（       ） 

歯科治療で要注意 

（        ） 

歯科治療で危険性 

（       ） 

19 身体機能 正常 要支援 要介護 要全介護 

20 通院 問題なし 制限有り 困難 不可能 

 


